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　窒素固定を行う光合成微生物Nostoc sp. HK-01（以降、HK-01）は、乾燥状態において高い宇宙環境耐性を

有することから、閉鎖環境における火星農業の初期導入微生物として注目されている。HK-01の藻体は栄養価

が高く、タンパク質を豊富に生産することから食資源としての有用性が示されているが、細胞内外に含まれる

アミノ酸についての詳細な報告は未だされていない。アミノ酸はタンパク質を構成し、ヒトの生命活動を支え

る重要な働きをする。本研究は、HK-01の遊離アミノ酸量について分析することを目的とした。HK-01は細胞

外に乾燥や紫外線から藻体を保護するための細胞外物質（Extracellular substances: ES）を生産す

る。HK-01の細胞内外の遊離アミノ酸量をHK-01の乾燥藻体の抽出物から定量した。宇宙環境における紫外線

利用の可能性を検証するために、乾燥藻体に紫外線照射を行い、紫外線照射による遊離アミノ酸量の変化を調

べた。結果から、HK-01はヒトのタンパク質を構成する17種類のアミノ酸を生産し、UV照射によってESのア

ミノ酸量が増加することが示された。HK-01を宇宙食材として閉鎖環境下で循環利用する方法を考察した。
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